
ジョイント・ディグリーを
中軸とする
国際共同研究の活性化

岐阜大学工学部 教授 久米 徹二
工学研究科
インド工科大学グワハティ校
国際連携統合機械工学専攻



JDプログラム在籍学生

プログラム名 相手大学 学位 期間 定員 2年生 1年生

国際連携食品科学技術専攻
（自然科学研究科）

IITG 修士 2 年間 10人 8人 3人

国際連携食品科学技術専攻
（連合農学研究科）

IITG 博士 3 年間 2人 1人 2人

国際連携統合機械工学専攻
（工学研究科）

IITG 博士 3 年間 2人 2人 1人

国際連携材料科学工学専攻
（工学研究科）

UKM 博士 3 年間 2人 2人 2人

At IITG (19 July, 2019) At UKM (11 September, 2019)

IITG: インド工科大学グワハティ校
UKM: マレーシア国民大学



共同学位：博士（学術）
日本語、英語、ヒンディー語

合同入学審査委員会
（共同の承認）

国際連携
食品科学技術プログラム

合同学位審査

・共同指導教員
・学生指導委員会
による共同学生指導

インド工科大学グワハティ校
岐阜大学大学院

他研究科

… …
他専攻

国際連携専攻
博士課程

連合農学研究科

生物生産科学専攻

生物環境科学専攻

生物資源科学専攻

化学工学専攻

生命科学
生物工学専攻

農村開発センター
JDプログラム学生

国際連携食品科学技術
専攻

２人以上の教員による共同指導
学生指導委員会（両大学の教員により構成）



学位論文審査
基礎論文二編以上

APR
年次報告会

DPP
研究提案発表会

三年目

二年目

一年目

入学(4月)

共同指導教員
1.共同指導教員1（主大学）
2.共同指導教員2（副大学）
3.共同指導教員3（主大学）

ジョイントディグリープログラム（博士課程）

APR
年次報告会

学生指導委員会
1.委員長（主大学教員）
2.共同指導教員1（主大学）
3.共同指導教員2（副大学）
4.共同指導教員3（主大学）
5.専攻内の教員（主大学）
6.専攻内の教員（副大学）
7.他専攻の教員（主大学）



食品科学

JD PhD学生の研究テーマ
異分野の教員による多彩な国際共同研究

統合機械工学 材料科学工学

GU
生物生産科学
食品生命科学
応用植物科学

・
・

IITG
生命科学
生物工学専攻
化学工学専攻
農村開発センター

・
・

GU
ロボット工学
環境・エネルギー工学
再生エネルギー
半導体工学

・
・

IITG
流体力学
計算工学
熱工学
医療装置

・
・

GU
分析化学
有機化学・無機化学
材料合成
磁性材料

・
・

UKM
有機合成化学
生体センサー
排水処理
高分子膜

・
・



JD国際連携専攻（食品科学、統合機械、材料科学工学）

進行中の研究課題（2019、2020入学生 10課題）
専攻

学
年

入学年 研究テーマ

GU-IITG
食品科学技術

1 2020

Design and Formulation of Functional Tea Drink from indigenous tea cultivars of North-east India 
and Japan
インド北東部と日本古来の茶品種からの機能性茶飲料の設計と配合

1 2020

Biocontrol of Fusarium wilt of Musa spp. resulting from interactions between soil microbes and 
in-vitro mass propagation of elite germplasm

ムサ属のフザリウム萎凋病の生物的防除：土壌微生物間の相互作用とエリート生殖質の大量増殖

2 2019 
Potentials of Ayurvedic formulations as Anti-cancer agents
抗がん剤としてのアーユルヴェーダ製剤の可能性

GU-IITG
統合機械工学

1 2020
Haptics for Neurorehabilitation
神経リハビリテーションのための触覚

2 2019

Development of a mathematical model and its experimental validation incorporating skeletal and
muscle variable in a lower limb joint for studying the gait deviation and upright postural stability
歩行偏差と直立姿勢安定性を研究するための下肢関節に骨格と筋肉の変数を組み込んだ数学的
モデルの開発とその実験的検証

2 2019
Experimental Investigation of Hydrothermal Carbonization of Sludge and Low-grade Coal
スラッジと低品位炭の熱水炭化の実験的調査

GU-UKM
材料科学工学

1 2020
Development of polymer-based monolithic materials for capillary liquid chromatography
キャピラリー液体クロマトグラフィー用のポリマーベースのモノリシック材料の開発

1 2020

Transition Metal Schiff Base containing 4-aminoquinoline scaffolds as Potential Antimalarial 
Agents against Plasmodium knowlesi infection
マラリア原虫ノウレシ感染症に対する抗マラリア剤としての4-アミノキノリン骨格を含む遷移金属
シッフ塩基

2 2019
Detection of malaria biomarker and development of novel antimalarial agents
マラリアバイオマーカーの検出と新規抗マラリア剤の開発

2 2019
Synthesis of Deep Eutectic Solvent-Amino Acid(DES-AA) Base Solid Sorbents For CO2 Capture
CO2回収用の深共晶溶媒-アミノ酸（DES-AA）ベースの固体吸着剤の合成



インド北東部と日本古来の茶品種からの
機能性茶飲料の設計と配合(2020)
インド北東部と日本古来の茶品種からの
機能性茶飲料の設計と配合(2020)

抗がん剤としてのアーユル
ヴェーダ製剤の可能性 (2019)
抗がん剤としてのアーユル
ヴェーダ製剤の可能性 (2019)

ムサ属のフザリウム萎凋病の生物的防除：
土壌微生物間の相互作用とエリート生殖質
の大量増殖 (2020)

ムサ属のフザリウム萎凋病の生物的防除：
土壌微生物間の相互作用とエリート生殖質
の大量増殖 (2020)

GU-IITG 食品科学技術専攻 FST



スラッジと低品位炭の熱水炭化の実験的調査
(2019)

歩行偏差と直立姿勢安定性を研究するための下
肢関節に骨格と筋肉の変数を組み込んだ数学的
モデルの開発とその実験的検証(2019)

神経リハビリテーションのためのクロスモデル
感覚フィードバック (2020)

GU-IITG 統合機械工学専攻 IME



マラリア原虫ノウレシ感染症に対する
抗マラリア剤としての4-アミノキノリン骨格
を含む遷移金属シッフ塩基 (2020)

マラリア原虫ノウレシ感染症に対する
抗マラリア剤としての4-アミノキノリン骨格
を含む遷移金属シッフ塩基 (2020)

CO2回収用の深共晶溶媒-アミノ酸
（DES-AA）ベースの固体吸着剤の合成
(2019)

CO2回収用の深共晶溶媒-アミノ酸
（DES-AA）ベースの固体吸着剤の合成
(2019)

GU- UKM  材料科学工学専攻 MSE

マラリアバイオマーカーの
検出と新規抗マラリア剤の
開発(2019)

マラリアバイオマーカーの
検出と新規抗マラリア剤の
開発(2019) 共同研究先

マレーシア医療研究所
マレーシア国立健康研究所
マレーシア保健省

共同研究先
マレーシア医療研究所
マレーシア国立健康研究所
マレーシア保健省



IITGIITG

UKMUKM

岐阜大学岐阜大学

JD博士学生 １人当たり
指導教員 2-3名
博士指導委員会 ～7名
国際共同研究 1件
国際共著論文 ＞ 2報/3年

X定員２名 X3専攻

岐阜大学全体
協定大学との
共著論文数

122報/年
（44協定大学）

＝ 教員42人/年
6件/年
4報/JD3専攻/年

JD国際連携専攻
FST、IME、MSE
FST（修士）

JDを中軸とした国際共同研究



IITGIITG

UKMUKM

JD国際連携専攻
FST、IME、MSE
FST（修士）

JDを中軸とした国際共同研究

岐阜大学岐阜大学

人事交流
教員受入・派遣

学生交流
短期派遣・受入
ウインタースクール

国際学術交流
シンポジウムの開催

国際共同研究
１件/JD学生
（6件/年）

国際共著論文
2報/JD学生
（4報/年以上）



ウィンター

スクールの実施

2015～

IITG, UKM 選抜学生
毎年12月 ～8名
１か月間短期受け入れ
研究室体験、文化交流

研究成果の一例
Palanikumar I, Katla S, Tahara N, Yui M, 
Zhang R, Ebihara A, Sivaprakasam S., 
Biotechnol Prog. 2019 Sep;35(5):e2866.



学術交流
UKM教員
岐阜大学
訪問
2017.12



インド
産・官

マレーシア
産・官

IITGIITG

UKMUKM

東海地域
産官学金

JD国際連携専攻
FST、IME、MSE
FST（修士）

JDを中軸とした国際共同研究

岐阜大学岐阜大学
国際共同研究の

活性化
国際共同研究の

活性化

人事交流
教員受入・派遣

学生交流
短期派遣・受入
ウインタースクール

国際学術交流
シンポジウムの開催

国際共同研究
１件/JD学生
（6件/年）

国際共著論文
2編/JD学生
（4編/年以上）


